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関節リウマチや変形性関節症などの患者において、人工関節置換は日常生活動作の改善
に非常に大きな役割をもつ。しかし、現在の人工関節の問題点の一つに耐用年数がある。
特にポリエチレン部品の摩耗が進むと再置換が必要となる。更なる耐用性を確保するため
には、ポリエチレンの摩耗現象を解明し、摩耗を限りなく減少させる必要があり、その一つの
手法として、実際に使用された人工関節の摩耗現象の観察・測定・分析を行っている。
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